
様式 1 
平成 29年 4月 27 日 

 

2016 年熊本地震災害調査報告会のご案内 
 

 
（報道概要） 
徳島大学では平成 28 年熊本地震発生直後に環境防災研究センターを中心

として、徳島大学熊本地震調査団を結成し、4 月 16 日に予備調査、約 1 週

間後の 4 月 22 日～24 日に第 1 次調査を実施いたしました。その後も地表地

震断層、大規模土砂災害、家屋被害などの災害メカニズムや病院、社会福祉

施設、学校など、市民生活に関係の深い事業所の復旧過程などについても調

査・分析を行ってまいりました。熊本地震から 1 年を経過し、この地震から

得られた教訓を広くお伝えするため、報告会を開催いたしますので、ご案内

いたします。  
 
■ 行事名：２０１６年熊本地震災害調査報告会 
■ 日時：平成２９年６月１日（木）１３：００～１６：００ 
■ 会場：徳島大学工業会館（徳島市南常三島町 2-1 徳島大学理工学部構内） 

工業会館２階メモリアルホール  
http://www.tokushima-u.ac.jp/kgk/ourhall/ 

■ 定員：１５０名 
■ 参加費：無料 
■ 駐車場：常三島キャンパスでは駐車スペースが不足しており、事前登録車  
     両と緊急車両以外の入構をお断りしております。公共交通機関の 

ご利用をお願いいたします。 
■ プログラム 
 12:30 受付開始 
 13:00 開会挨拶 環境防災研究センター長 
 13:05～14:20 セッション① 地震のメカニズムと被害 
   司会：蒋 景彩 
 講演者  
   村田 明広 布田川断層と日奈久断層 
   西山 賢一 斜面災害の特徴と被害 
   蒋  景彩 熊本地震による液状化及び地盤変状被害 

2016 年 4 月 14 日午後 9 時 26 分、同 16 日午前 1 時 25 分に相次いで熊

本県内で最大震度７を記録する活断層型地震が発生しました。徳島大学で

は発生当初から現地調査を継続して実施してきました。皆さまに今後の地

震対策の一助にして頂くため、調査結果を防災関係者や一般市民対象にご

報告いたします。 



様式 1 
     小川 宏樹 木造住宅の被害と耐震化の推進 
     質疑応答 
   14:30～15:55 セッション② 自治体や事業所の被害と対応 
     司会：湯浅 恭史  
   講演者  
     湯浅 恭史 医療機関の初動対応 
     上月 康則 西原村ボランティアセンター統括の活動 
     中野 晋  教育機関の応急対応と学校再開 
     井上 惣介（博士後期学生） 地元建設業の災害対応 
     金井 純子 福祉避難所の開設と対応 
     質疑応答 

 15:55 閉会挨拶 環境防災研究センター 副センター長 
 16:00 閉会 

   ※なお、報告内容及び報告順は都合で変更する場合があります。 
  

 問い合わせ先 
徳島大学環境防災研究センター 
責任者    センター長 中野 晋 

徳島大学環境防災研究センター  
連絡担当者   鳥庭 

TEL: 088-656-8965 Email: office@rcmode.net 



熊本地震
災害調査
報告会
⽇時
2017年 6 ⽉ 1⽇（⽊）

13時〜 16時（12:30 受付開始）
場所
徳島⼤学⼯業会館
徳島市南常三島町２－１（徳島⼤学理⼯学部構内）

http://www.tokushima-u.ac.jp/kgk/ourhall/

2016年

主催
徳島⼤学環境防災研究センター
申込み FAX：088-656-8017

⽒ 名 ご所属 連絡先

理工学部では駐車スペースが不足しており、
報告会参加者用の駐車場はございません。
公共交通機関をご利用ください。

⼊場無料

締切5/31（⽔）

2016年4月16日 村田明広（撮影）



12:30 受付開始
13:00 開会挨拶 環境防災研究センター⻑

13:05－14:20 セッション① 地震のメカニズムと被害
司会：蒋 景彩 (講演者 1⼈15分発表)

「布⽥川断層と⽇奈久断層」 村⽥ 明広

「斜⾯災害の特徴と被害」 ⻄⼭ 賢⼀

「熊本地震による液状化及び地盤変状被害」 蒋 景彩

「⽊造住宅の被害と耐震化の推進」 ⼩川 宏樹
質疑応答（15分程度）

14:30－15:55 セッション② ⾃治体や事業所の被害と対応
司会：湯浅 恭史 (講演者 1⼈13分)

「医療機関の初動対応」 湯浅 恭史

「⻄原村ボランティアセンター統括の活動」 上⽉ 康則

「教育機関の応急対応と学校再開」 中野 晋

「地元建設業の災害対応」 井上 惣介

「福祉避難所の開設と対応」 ⾦井 純⼦

質疑応答（15分程度）

15:55 閉会挨拶 環境防災研究センター 副センター⻑

16:00 閉会

プログラム

2016年熊本地震災害調査報告会

問合せ先：徳島⼤学環境防災研究センター Tel： 088-656-8965 （⿃庭）

（社会産業理工学研究部 教授）

（社会産業理工学研究部 准教授）

（社会産業理工学研究部 教授）

（環境防災研究センター 准教授）

（環境防災研究センター 助教）

（環境防災研究センター 教授）

（環境防災研究センター 教授）

（大学院先端技術科学教育部）

（創新教育センター 助教）

2016年6月17日 小川 宏樹（撮影）
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